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1. まえがき

舶用航行援助装置のーっとして近年，ブラワン管のスクリーン上lこ海図を措かせ自船の現在位置や航跡、を

自動的に表示するいわゆる画像航海情報システムが注目されてきている。

画像航海情報、ンステム開発業務の一貫として ，新たなハードクエアを整備しないで現有のパーソナJレコン

ビュータとそのカラープラワン管を利用して簡易な画像航海情報システム（ソフトウエア）を試作したので

ととに紹介する。

2. システムの概要

(1) 海図情報のデジタJレ収録

パーソナノレコンピュータのカラープラクン管上l乙海図情報を表示させるためには海図の海岸線，等深線，

顕著な灯台の位置，経緯度線等をデジタイザ

等により数値化する必要がある。海岸線，等

深線の場合，サンプリング間隔は概ね図上1

棚間隔とし，岸壁ではその直線部の両端を採

用し数値化した。数値化したデータは，マス

タファイノレl乙ファイノレし，画像表示装置に適

合する磁気媒体l乙コピ」するのが普通の方法

であるが，今回はハードクエアの不適合のた

めマスタファイノレの内容を一旦印字させ，こ

れ等の印字値を画像表示装置であるパーソナ

ノレコンビュ』タ Pc 8801 （以下パソコンと呼

ぶ）のテンキーを使用して入力した。入力グ

ータはパソコンの周辺装置である 8インチフ

ロ yピーディスクにシークンシャノレ方式でフ

ァイノレした。使用した海図は第 61B （東京湾

至潮岬 1/50万）で，そのうち数値化した区域

は同海図の北東部である三宅島以北でかつ，

伊豆半島東海岸から犬吠埼までである。サン
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第 1図 システムの流れ図



プリング点数は次のとおりである。

海岸線 300点

等深線（20m) 200点

主要灯台 12点

経緯度線 16点

なお，海図情報のデジタノレ収録に使用

した機器はデジタイザ（ナノレコ）及びパ

ーソナノレコンピュータ HP 9825 T （ヒュ

ーレットパ yカード）である。

(2）海図情報の箇面表示

本システムのプログラムをパソコンl乙

実行させると第 l図の実線枠内l乙示す流

れ図に従って処理が行われる。第 2図は

パソコンの周辺装置である 14インチカ

ラーブラワン管l乙表示させた海図情報デ

ータに基づく画面写真である。写真はモ

ノクロとなっているが実画面は次のよう

K着色してある。

海岸線 白色

等 深線 赤色

主要灯台 燈色

経緯度線 白色

陸部 緑 色

海図情報データの読み込みから海図情

報の画面表示が終るまで約 30秒を要する。

(3）航海情報の函面表示

航海情報の画面表示は海図情報の画面

第 2図 海図情報の画面写真

第 3図 海図情報と航海情報の画面写真

と重畳するグラフィ yクディスプレイ部とその左側余白部に文字ゃ数字が表示されるキャラクタディスプレ

イ部l乙分れる。第 3図は海図情報の画面に重畳して航海情報の画像と文字 ・数字を表示させた例である。第

1図の点線枠内がその流れ図で ，まず，予定コ ースを入力すると第 3図の例のように右下から東京湾に向う

コースがヲ｜かれる。

一方，船位が連続的にかつ自動的に決まる電波演I）位機からデータを取り入れる時にはパソコン内政の Rs 
232 cインターフェースを経て可能となるが，今回はダミーデータを使用して黄色で航跡を函かせた。

沿岸付近における船位の浪l庄にはレーダやベアリングが用いられる。この試作では最大4方向のベアリン

グ演l陀値を用いて ，船位を最小二乗法で計算しキャラクタディスプレイ部l乙経緯度で表示すると共l乙右側の

画面上には参考として空色の位置線が表示され交差状況を見ることができる。第 3図の中央付近の三本の交

差線はそれぞれ野島崎，州の埼及び大島風早埼の各灯台へのベアリングによる位置線を表わしている。 3
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点以上のベアリング測定値が入力された場合には算出位置の二乗平均誤差が計算され一定値を越すと再測が

要求される。表示された位置線は新らしL、1組のベアリングデータが入力されると消去される。

現在位置に基づいて予定コースからの偏位（ズレ），次の変針点への距離と針路が計算されキャラクタデ

ィスプレイ部に表示される。現在の船速や変針点に到達する予想時刻等時聞に関係する項目も計算可能であ

るが省略した。キャラクタディスプレイ部には他l乙内蔵タイマによる日時が上部l乙表示されている。

3. 問題点と今後の課題

(1）大縮尺海図が使用された場合の最新維持

港湾内等において海岸線ゃ等深線が部分的に変化した場合，ファイノレの部分修正はかなり困難を伴なう。

むしろ最初から海図 1図分のファイノレを作り直す必要があろう。

(2) ライトペンの使用

このパソコ ンにはライトベン（ PC-8045）の使用が可能であるのでその取付を希望する。ライトベン

が使用できれば指示点を中心として図の拡大縮小が可能となり， 2点聞の距離と方位計算，指示点の経緯度

表示と記憶（ベアリング測定l乙便利），予定コースをキ ー入力することなく画かせる等利用が広がる。

(3）警報発生ソフトクエア

危険界（この場合 20m等深線） ＇乙入った場合の 警報発生機能を付加する必要がある。

(4）航跡、の磁気記録

指定間隔ごとの位置のフロァピーディスク上への記録は可能である。またこれを再生しプラワン管上K再

度航跡、を表示させることも問題はなL、。
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